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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 1,090 1,110 1,000
市場単価 B 391 394 417
単位 Kg Kg Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 426,329 437,830 416,933
補填金等 D    
副産物・作業受託料等 E    
計 F：C＋D+E 426,329 437,830 416,933
（販売経費差引） G：F-R 217,266 224,482 221,984
手取単価 G／A 199 202 222

種苗費 16,485 11,550 5,985
肥料費 40,398 44,307 28,407
素畜・種付費    
飼料費    
農業薬剤・診療衛生費 26,029 15,206 18,905
動力光熱費 6,906 6,906 6,906
諸材料費 ・敷料費 17,361 17,361 26,293
小農具費・作業衣料費 731 731 731
賃借料・料金    
物件税 ・公課諸負担 120 120 120
保険共済費 7,122 7,122 7,122
土地改良・水利費 9,100 9,100 9,100
修繕費 3,516 3,322 4,609
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) H 12,388 11,178 16,346
生産管理費 1,250 1,250 1,250
物財費計 141,406 128,154 125,774
労働費 I 112,500 117,500 128,750
費用計 J 253,906 245,654 254,524
副産物価額差引生産費 K:J-E 253,906 245,654 254,524
支払利子 L 1,051 954 1,386
支払地代 M    

N:K+L+M 254,957 246,608 255,909
自己資本利子 O 1,208 1,172 1,191
自作地地代 P 10,000 10,000  

Q:N+O+P 266,164 257,780 257,100
選果出荷経費 117,357 119,510 107,667
運賃 39,694 40,423 36,417
手数料 52,012 53,415 50,866
計 R 209,063 213,348 194,949

6,247 5,038 8,363

6,141 6,141 7,983
　大動物    

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 110,150 113,500 128,750
　雇用労働費（常時） U*1,250円 2,350 4,000  
　雇用労働費（臨時） U1*1,250円    
　労働費計 I 112,500 117,500 128,750
　家族労働時間 T 88 91 103
　雇用労働時間（常時） U 2 3  
　雇用労働時間（臨時） U1    
　労働時間計 V 90 94 103

W：N－S+R+E 353,870 346,456 322,108
X：F－W 72,459 91,374 94,825

X/G 33 41 43
X/T*8時間 6,578 8,051 7,365
Y:X-O-P 61,252 80,202 93,634

Y/T*8時間 5,561 7,066 7,273
Q/A 244 232 257

(Q+R)/A 436 424 452
V 90 94 103

　建物・施設 7,648 3,287 3,261
　農機具 12,281 10,286 13,471
　大動物 0 0 0
　合計 19,929 13,573 16,731

支払利子･支払地代算入生産費

販売経費

労働費内訳

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

［減価償却費内訳］

［労働費及び労働時間内訳］

費

用

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

　農機具(50%償却済)

秋作ブロッコリー 冬作ブロッコリー 春作ブロッコリー

物

財

費

項　目　／　品目名

主産物

販売金額

農業総収入

農業粗収益

［費用］

全算入生産費

農業所得率

農業経営費（販売経費を含む）

農業所得

［経営成果］

労働時間

内訳

減価償却

内訳

H

減価償却

内訳

単位当たり生産販売費

労働時間

１日当たり農業所得

１日当たり家族労働報酬

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

単位当たり全算入生産費

家族労働報酬
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１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積 畑 30 a

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

年 千円

0 0 0

3 1 14

3 1 7

0 1 7

3 1 7

2 1 7

2 1 25

3 1 7

1 1 7

1 1 24

1 1 24

1 1 24

0 0 0

0 0 0

1 1 4

1 1 7

1 1 7

2 1 7

2 1 7

3 1 7

3 1 7

2 1 7

0 0 0

0 0 0

建

物

・

施

設

農

機

具

0

トラック

高設用耕耘機

加温機

循環扇

夜冷育苗施設

動力噴霧機

経営類型
家族

労働力

計 30

いちご株冷

品目・栽培型及び規模

いちご夜冷 0

3

千円

経営目標

取得価格
年 間

償 却 額

施設野菜専

業経営　Ⅰ

２．高設栽培

３．株冷処理による早期出荷

１日当たり農業所得

1,738

１．品種「ゆめのか」

20

10,926

４．環境制御技術

10

0

農業経営費

農業所得

種類・規模 型式・構造・能力

0

7,119

１人当たり年間労働時間19,195

0

農業総収入 26,314

ビニールハウス　

5,455

32,256

一式　1,000㎡対応分

390

0

一式　1,000㎡対応分

0

連棟補強Ⅰ型(HK)ハウス 1,000㎡

軽トラック 1,324 166

軽量鉄骨　20㎡

0

1,890

0

79

0

4,436

1600～2800㎡用 1,049 75

可搬式、防除タンク（５００L) 184 13

1.6ＰＳ 106 8

モニタリング装置込み

農機具倉庫

作業及び収納舎

201自動換気装置

858

１00,000ｋｃｌ／ｈ 3,177 227

炭酸ガス発生装置

0 10,844

0

1,338

選果作業室

計

計

0 0

統合環境制御装置(長崎型）

経営・技術の特徴

34

いちご普通

0 82,518

276

高設育苗施設

1,152

2,809

59

205

想定した経営類型　 施設野菜専業経営　Ⅰ

0

選果室　15㎡

３坪

重油タンク 1900L

845

0

96

61一式　1,000㎡

0

1000㎡用

1,418

2,871電照施設一式

軽量鉄骨　70㎡ 6,616

1,282予冷庫

電照施設

92

高設栽培施設 一式　1,000㎡ 29,907 2,136

345 14

479

防油堤 0
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３．技術体系

(いちご　株冷） （10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(高設育苗)

親株植付け
親株床準備

11月上

～11月下

高設育苗

施設一式

プランタ

2 12 24

高設育苗

ﾌﾟﾗﾝﾀ使用

　2株/1ﾌﾟﾗﾝﾀ

専用親株 500株

　250鉢×2株

施肥 11月上 2 2 4 肥効調節型肥料

ﾌﾟﾗﾝﾀ施肥量(親株)

基肥　IB化成１０粒／株

追肥  ＩＢ化成１０粒/株

 

ランナー配置 2 34 68

かん水 1 3 3

病害虫防除 動力噴霧器 1 2 2

鉢上げ
ポット準備

ランナー切断
4月～6月 トラック 2 58 117

10.5cmﾎﾟｯﾄ

　　10,000鉢

本葉2枚(発根初め）頃に行う

　定植苗　　　7,500鉢

　専用親株 　1,000鉢

　予備苗　　　1,500鉢

育苗ポット管理

かん水

追肥

摘葉

6月上

～8月上
かん水施設 2 62 124 置き肥

Ｎ成分

　100～200mg/ﾎﾟｯﾄ

病害虫防除 耕種的防除
2月下

  ～9月上
動力噴霧機 2 27 54

炭そ病、うどんこ病の

防除を行う

株冷入出庫 花芽分化促進
8月中･下

 ～9月上･中
株冷施設 2 13 26

入庫前日にかん水を行う。

庫内温度：15℃以下

コンテナはﾘｰｽ

(高設栽培)

床土消毒
太陽熱消毒

温湯消毒

7月下

　～8月中
2 4 8

最低50℃以上を目安とし

二週間程度ﾎﾟﾘﾏﾙﾁで被覆

基肥施用 8月下 2 4 8

追肥施用
10月上

 ～4月
2 1 2

定植準備
かん水資材

設置

8月下

～9月中
トラック 2 3 6

作業の

種類

栽培技術 作業体系

施肥
トラック

高設用耕耘機の活用

全面施用

基肥成分量(ﾏﾙﾁ前施肥込み)

　Ｎ       9～13kg

  Ｐ2Ｏ5  7.8～11.6kg

　Ｋ2Ｏ   7.4～10.9kg

1月～３月に固形または液肥施用

11月上 ～

     6月中

かん水施設

親株管理
ポット配置

　１４㎝×１４㎝間隔

県病害虫防除基準による



−  122 −

３．技術体系

(いちご　株冷） （10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(高設育苗)

親株植付け
親株床準備

11月上

～11月下

高設育苗

施設一式

プランタ

2 12 24

高設育苗

ﾌﾟﾗﾝﾀ使用

　2株/1ﾌﾟﾗﾝﾀ

専用親株 500株

　250鉢×2株

施肥 11月上 2 2 4 肥効調節型肥料

ﾌﾟﾗﾝﾀ施肥量(親株)

基肥　IB化成１０粒／株

追肥  ＩＢ化成１０粒/株

 

ランナー配置 2 34 68

かん水 1 3 3

病害虫防除 動力噴霧器 1 2 2

鉢上げ
ポット準備

ランナー切断
4月～6月 トラック 2 58 117

10.5cmﾎﾟｯﾄ

　　10,000鉢

本葉2枚(発根初め）頃に行う

　定植苗　　　7,500鉢

　専用親株 　1,000鉢

　予備苗　　　1,500鉢

育苗ポット管理

かん水

追肥

摘葉

6月上

～8月上
かん水施設 2 62 124 置き肥

Ｎ成分

　100～200mg/ﾎﾟｯﾄ

病害虫防除 耕種的防除
2月下

  ～9月上
動力噴霧機 2 27 54

炭そ病、うどんこ病の

防除を行う

株冷入出庫 花芽分化促進
8月中･下

 ～9月上･中
株冷施設 2 13 26

入庫前日にかん水を行う。

庫内温度：15℃以下

コンテナはﾘｰｽ

(高設栽培)

床土消毒
太陽熱消毒

温湯消毒

7月下

　～8月中
2 4 8

最低50℃以上を目安とし

二週間程度ﾎﾟﾘﾏﾙﾁで被覆

基肥施用 8月下 2 4 8

追肥施用
10月上

 ～4月
2 1 2

定植準備
かん水資材

設置

8月下

～9月中
トラック 2 3 6

作業の

種類

栽培技術 作業体系

施肥
トラック

高設用耕耘機の活用

全面施用

基肥成分量(ﾏﾙﾁ前施肥込み)

　Ｎ       9～13kg

  Ｐ2Ｏ5  7.8～11.6kg

　Ｋ2Ｏ   7.4～10.9kg

1月～３月に固形または液肥施用

11月上 ～

     6月中

かん水施設

親株管理
ポット配置

　１４㎝×１４㎝間隔

県病害虫防除基準による
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（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

定植
9月上

   ～下
トラック 2 28.5 57

栽植様式(2条、千鳥)

 株間20cm

 10a当たり　7,000株

マルチ
10月上

    ～中
2 10 20 白黒ポリフィルム

マルチはうね肩まで上げ

天井ビニール被覆後

下げる

保温準備 ビニール張り
10月中

～10月下
トラック 4 9 36

ビニール厚さ

0.075mm以上
暖房機の保守点検

誘引 2 6 12
下葉かぎは古葉・黄化葉

等を中心に随時行う。

摘葉、玉だし 2 25 50 玉出しは着色向上のために必ず行う。

摘果 2 48 96 摘果も品質向上のために行う。

交配 蜜蜂放飼 10月中～ トラック 1 2 2 蜜蜂 6aに一群

保温、換気

炭酸ガス施用

光合成促進

11月上

～3月中

トラック

加温機

統合型環境制

御装置

環境モニタリン

グ

炭酸ガス発生装

置

局所施用装置

自動換気装置

1 73 73

二重カーテン設置

　午後  27～28℃

　夜間  6℃以上

早朝加温（日の出前から日の出にかけ

て2時間程度。実温8℃程度）

設定地温16℃

下温処理  3月中･下 動力噴霧機 2 2 4
下温処理

　ｸﾚﾌﾉﾝ等のﾋﾞﾆｰﾙ塗布

かん水
9月上

 ～5月下
かん水施設 1 35 35

定植後から十分にかん水を

行い、早期の活着を目指す。

また、栽培中はこまめなかん水を行う。

病害虫

防除

薬剤散布

耕種的防除

9月下

～5月下
動力噴霧機 2 25 50 県病害虫防除基準による

収穫出荷
11月上

 ～6月上
トラック 3.5 386 1351

取扱は丁寧に行う

4月以降は品質向上のために

早朝どりを行う

後かたづけ ほ場環境浄化 7月上

トラック

高設用耕耘

機

2 10 20

計 2252

作業の

種類

栽培技術 作業体系

管理
10月中

 ～3月下

環境制御
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３．技術体系

(いちご　普通） （10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(高設育苗)

親株植付け
親株床準備

11月上

～11月下

高設育苗

施設一式

プランタ

2 12 24

高設育苗

ﾌﾟﾗﾝﾀ使用

　2株/1ﾌﾟﾗﾝﾀ

専用親株 500株

　250鉢×2株

施肥 11月上 2 2 4 肥効調節型肥料

ﾌﾟﾗﾝﾀ施肥量(親株)

基肥　IB化成５粒／株

追肥  被覆燐硝安加里

      (40日)７～８g／株

ランナー配置 2 35 70

かん水 1 3 3

病害虫防除 動力噴霧器 1 3 3

鉢上げ
ポット準備

ランナー切断
4月～6月 トラック 2 58 117

10.5cmﾎﾟｯﾄ

　　10,000鉢
本葉2枚(発根初め）頃に行う

　定植苗　　　7,500鉢

　専用親株 　1,000鉢

　予備苗　　　1,500鉢

育苗ポット

管理

かん水

追肥

摘葉

6月上

～8月上
かん水施設 2 79 158 置き肥

Ｎ成分

　100～200mg/ﾎﾟｯﾄ

病害虫防除 耕種的防除
2月下

  ～9月上
動力噴霧機 2 27 54

炭そ病、うどんこ病の

防除を行う

(高設栽培)

床土消毒
太陽熱消毒

温湯消毒

7月下

　～8月中
2 4 8

最低50℃以上を目安とし

二週間程度ﾎﾟﾘﾏﾙﾁで被覆

施肥 基肥施用
8月下 トラック

2 4 8

追肥施用
10月上

 ～4月
1 1 2

定植準備
かん水資材

設置

8月下

～9月中
トラック 2 3 6

定植
9月上

   ～下
トラック 2 28.5 57

栽植様式(2条、千鳥)

 株間20cm

 10a当たり　7,000株

マルチ
10月上

    ～中
2 10 20 白黒ポリフィルム

マルチはうね肩まで上げ

天井ビニール被覆後

下げる

作業の

種類

栽培技術 作業体系

11月上 ～

     6月中

かん水施設
ポット配置

　１４㎝×１４㎝間隔

県病害虫防除基準による

親株管理

高設用耕耘機の活用

全面施用

基肥成分量(ﾏﾙﾁ前施肥込み)

　Ｎ       9～13kg

  Ｐ2Ｏ5  7.8～11.6kg

　Ｋ2Ｏ   7.4～10.9kg

1月～３月に固形または液肥施用
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３．技術体系

(いちご　普通） （10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(高設育苗)

親株植付け
親株床準備

11月上

～11月下

高設育苗

施設一式

プランタ

2 12 24

高設育苗

ﾌﾟﾗﾝﾀ使用

　2株/1ﾌﾟﾗﾝﾀ

専用親株 500株

　250鉢×2株

施肥 11月上 2 2 4 肥効調節型肥料

ﾌﾟﾗﾝﾀ施肥量(親株)

基肥　IB化成５粒／株

追肥  被覆燐硝安加里

      (40日)７～８g／株

ランナー配置 2 35 70

かん水 1 3 3

病害虫防除 動力噴霧器 1 3 3

鉢上げ
ポット準備

ランナー切断
4月～6月 トラック 2 58 117

10.5cmﾎﾟｯﾄ

　　10,000鉢
本葉2枚(発根初め）頃に行う

　定植苗　　　7,500鉢

　専用親株 　1,000鉢

　予備苗　　　1,500鉢

育苗ポット

管理

かん水

追肥

摘葉

6月上

～8月上
かん水施設 2 79 158 置き肥

Ｎ成分

　100～200mg/ﾎﾟｯﾄ

病害虫防除 耕種的防除
2月下

  ～9月上
動力噴霧機 2 27 54

炭そ病、うどんこ病の

防除を行う

(高設栽培)

床土消毒
太陽熱消毒

温湯消毒

7月下

　～8月中
2 4 8

最低50℃以上を目安とし

二週間程度ﾎﾟﾘﾏﾙﾁで被覆

施肥 基肥施用
8月下 トラック

2 4 8

追肥施用
10月上

 ～4月
1 1 2

定植準備
かん水資材

設置

8月下

～9月中
トラック 2 3 6

定植
9月上

   ～下
トラック 2 28.5 57

栽植様式(2条、千鳥)

 株間20cm

 10a当たり　7,000株

マルチ
10月上

    ～中
2 10 20 白黒ポリフィルム

マルチはうね肩まで上げ

天井ビニール被覆後

下げる

作業の

種類

栽培技術 作業体系

11月上 ～

     6月中

かん水施設
ポット配置

　１４㎝×１４㎝間隔

県病害虫防除基準による

親株管理

高設用耕耘機の活用

全面施用

基肥成分量(ﾏﾙﾁ前施肥込み)

　Ｎ       9～13kg

  Ｐ2Ｏ5  7.8～11.6kg

　Ｋ2Ｏ   7.4～10.9kg

1月～３月に固形または液肥施用

−  125 −

（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

保温準備 ビニール張り
10月中

～10月下
トラック 4 9 36

ビニール厚さ

0.075mm以上
暖房機の保守点検

誘引 2 6 12
下葉かぎは古葉・黄化葉

等を中心に随時行う。

摘葉、玉だし 2 25 50 玉出しは着色向上のために必ず行う。

摘果 2 47.5 95 摘果も品質向上のために行う。

交配 蜜蜂放飼 10月中～ トラック 1 2 2 蜜蜂 6aに一群

保温、換気

炭酸ガス施用

光合成促進

11月上

～3月中

トラック

加温機

統合型環境制

御装置

環境モニタリン

グ

炭酸ガス発生装

置

局所施用装置

自動換気装置

1 73 73

二重カーテン設置

　午後  27～28℃

　夜間  6℃以上

早朝加温（日の出前から日の出にかけ

て2時間程度。実温8℃程度）

設定地温16℃

下温処理  3月中･下 動力噴霧機 2 2 4
下温処理

　ｸﾚﾌﾉﾝ等のﾋﾞﾆｰﾙ塗布

かん水
9月上

 ～5月下
かん水施設 1 35 35

定植後から十分にかん水を

行い、早期の活着を目指す。

また、栽培中はこまめなかん水を行う。

病害虫

防除

薬剤散布

耕種的防除

9月下

～5月下
動力噴霧機 2 25 50 県病害虫防除基準による

収穫出荷
11月上

 ～6月上
トラック 3.5 347.5 1216

取扱は丁寧に行う

4月以降は品質向上のために

早朝どりを行う

後かたづけ 7月上

トラック

高設用耕耘

機

2 10 20

計 2127

環境制御

作業の

種類

栽培技術 作業体系

10月中

 ～3月下
管理



４．品目の作付体系 （☆親株定植､▼ﾗﾝﾅｰ切断､△定植､□収穫､∩保温､◎電照)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

いちご(株冷)

いちご
　　　（普通)

５．作業別・旬別労働時間（10ａ当たり時間）
１）株冷

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
親株植付け 14 14 28
育苗管理 1 1 1 5 11 11 42 42 35 25 25 25 15 15 15 15 15 15 314
株冷育苗 18 8 26
定植準備 6 2 8 6 2 24
定植 57 57
ﾏﾙﾁ張り他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 28 18 0 0 0 0 0 0 56
肥培管理 12 13 12 13 12 13 12 13 16 13 12 13 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 8 8 1 6 11 18 13 12 13 12 13 272
病害虫防除 2 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 4 3 3 3 2 3 3 3 3 3 2 3 3 2 3 3 2 104
収穫出荷 79 70 80 75 74 74 74 78 86 90 94 94 64 60 51 10 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 8 36 60 80 1351
後かたづけ 15 5 20

0

計 93 86 95 91 89 90 90 94 106 111 120 121 109 107 89 39 34 29 33 24 24 18 20 43 9 76 11 16 37 31 35 38 22 52 75 95

月計

２）普通

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
親株植付け 14 14 28
育苗管理 1 1 1 5 11 11 42 42 35 25 25 25 15 15 15 15 15 15 15 15 7 351
定植準備 6 2 8 6 2 24
定植 57 57
ﾏﾙﾁ張り他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 28 18 0 0 0 0 0 0 56
肥培管理 12 13 12 13 12 13 12 13 16 13 12 13 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8 8 6 11 18 13 12 13 12 13 271
病害虫防除 2 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 4 3 3 3 2 3 3 3 3 3 2 3 3 2 3 3 2 104
収穫出荷 68 55 59 60 60 63 96 98 98 90 98 98 40 31 28 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 24 48 88 1216
後かたづけ 15 5 20

0

計 82 71 74 76 76 78 112 115 117 111 124 125 85 78 66 35 28 29 33 24 24 18 20 25 24 75 18 23 37 31 35 30 22 40 63 103

月計

６．　総労働時間　（全面積）

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

総労働時間 268 243 264 258 254 258 292 303 329 333 364 367 303 292 244 113 96 87 99 72 72 54 60 111 42 227 40 55 111 93 105 106 66 144 213 293 6631

うち家族労働 188 163 184 193 189 193 197 208 234 184 215 218 236 225 177 113 96 87 99 72 72 54 60 111 42 227 40 55 111 93 105 106 66 126 195 275 5213

うち常時雇用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち臨時雇用 80 80 80 65 65 65 95 95 95 149 149 149 67 67 67 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 18 18 1418

4 7 8 109

12
計

2127
206

1 2 3 11

4 5 6 7

227 230 344 360 229 92

品目・作業／月・旬
1 2 3

96 8481 81

8 9

品目・作業／月・旬
1 2 3 4

95274 270 290 352

9 10 11

81

10 11

63 91 87

5 6 7 8

117

305 102

5 6

12

222

計

2252

12
計

▼ △

☆

☆

∩

▼ △
∩  ◎

∩   ◎

－
1
2
6
－
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